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９
日
は
「
救

急
の
日
」
で
、

８
〜
14
日
は
救

急
医
療
週
間
だ

っ
た
。
外
来
環
の
施
設
基
準

で
お
な
じ
み
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
年

々
増
加
し
、
約
60
万
台
が
国

内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
最

近
は
街
中
で
も
よ
く
目
に
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

突
然
の
心
停
止
の
場
合
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
え
ば
救
命
率
は

約
６
倍
上
昇
す
る
と
い
う
。

し
か
し
、
心
停
止
後
の
使
用

率
は
わ
ず
か
４
・
７
％
。
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
未
配
備
や
救
助
者
の

知
識
不
足
、
要
救
助
者
の
発

見
の
遅
れ
な
ど
原
因
は
様
ざ

ま
だ
が
、
医
療
人
と
し
て
は

迷
い
な
く
対
応
す
る
心
構
え

を
持
ち
た
い
。

　
「
消
防
白
書
」（
２
０
１
８

年
度
）
に
よ
れ
ば
、
病
院
に

収
容
す
る
ま
で
の
救
急
搬
送

時
間
は
39
分
だ
っ
た
。
10
年

前
か
ら
７
分
延
び
た
。
高
齢

者
数
の
増
加
も
あ
る
が
、
大

阪
で
は
住
吉
市
民
病
院
の
廃

止
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
救

急
医
療
機
関
数
の
減
少
が
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　

維
新
府
政
の
下
、
福
祉
医

療
費
助
成
の
負
担
増
や
国
保

料
の
引
き
上
げ
が
相
次
ぐ
。

府
民
の
命
を
守
る
べ
き
行
政

が
、
命
を
脅
か
し
て
い
る
。

府
政
の
転
換
へ
〝
救
急
処

置
〞
が
求
め
ら
れ
る
。 （
Ｙ
）

会
員
の
声
集
め
大
阪
府
に
要
請

９
月
20
日 

署
名
締
切

平
尾 

社
保

研
究 

部
長
が
呼
び
か
け

口腔保健対策など求める

協会、大阪市内４地区

今号に同封

10月から診療報酬改定10月から診療報酬改定
消費増税、金パラ価格受け

４
面
に
改
定
点
数
の
詳
細
を
掲
載

「
保
険
で
良
い
歯
科
」
署
名

協会の個別指導対策講習会

　

協
会
は
全
て
の
妊
産
婦
が
経
済
的
な
不
安
な
く
受
診

で
き
る
よ
う
「
妊
産
婦
医
療
費
助
成
制
度
」
の
創
設
を

大
阪
府
に
求
め
る
会
員
署
名
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
署

名
は
20
日
に
集
約
し
、
24
日
に
府
に
提
出
す
る
。
同
制

度
は
「
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
」
の
よ
う
に
妊
産
婦

期
の
窓
口
負
担
を
自
治
体
が
補
助
す
る
制
度
で
、
す
で

に
一
部
の
県
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
平
尾
清
司
社
保
研

究
部
長
が
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

待
た
ず
に
凍
結
さ
れ
ま
し

た
。
子
育
て
世
帯
に
と
っ
て

医
療
費
の
負
担
は
深
刻
な
問

題
で
す
。
全
て
の
妊
産
婦
が

お
金
の
心
配
を
せ
ず
に
受
診

で
き
る
よ
う
窓
口
負
担
の
軽

減
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　

健
や
か
に
妊
産
婦
期
を
過

ご
す
に
は
、
病
気
の
早
期
発

見
と
継
続
的
な
治
療
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
特
に
歯
科
で

は
、
妊
娠
中
に
う
蝕
・
歯
周

病
が
悪
化
し
や
す
い
こ
と

や
、
歯
周
病
が
早
産
や
低
体

重
児
出
産
に
関
連
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
定

期
的
な
受
診
が
重
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

安
心
し
て
子
ど
も
を
産

み
、
育
て
る
た
め
に
、
経
済

的
な
不
安
な
く
受
診
で
き
る

妊
産
婦
医
療
費
助
成
制
度
の

創
設
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

歯
科
で
も
評
価
必
要

　

現
在
、
中
央
社
会
保
険
医

療
協
議
会
で
は
妊
婦
加
算
の

再
導
入
へ
向
け
た
議
論
が
進

　

２
０
１
８
年
度
診
療
報
酬

改
定
で
医
科
に
新
規
導
入
さ

れ
た
「
妊
婦
加
算
」
は
、
た

だ
で
さ
え
重
い
窓
口
負
担
に

加
算
が
上
乗
せ
さ
れ
る
こ
と

に
批
判
が
集
中
し
、
１
年
を

ん
で
い
ま
す
。
妊
婦
の
治
療

は
投
薬
や
麻
酔
な
ど
専
門
的

知
識
や
特
別
な
配
慮
が
必
要

で
す
。
妊
婦
の
歯
科
受
診
は

産
婦
人
科
、
内
科
に
次
い
で

多
く
、
対
応
を
求
め
ら
れ
る

こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
妊
婦
と
胎
児
を
守
る
環

境
を
整
備
す
る
た
め
に
、
医

科
・
歯
科
へ
の
診
療
報
酬
上

の
評
価
は
不
可
欠
と
言
え
ま

す
。

　

18
年
改
定
の
混
乱
を
繰
り

返
さ
な
い
た
め
に
も
、
患
者

負
担
の
軽
減
が
急
が
れ
ま

す
。
協
会
は
、
妊
産
婦
医
療

費
助
成
制
度
の
創
設
を
求
め

る
会
員
署
名
に
取
り
組
み
、

大
阪
府
議
会
に
届
け
ま
す
。

　

子
ど
も
を
産
み
、
育
て
や

す
い
大
阪
に
す
る
た
め
に
、

多
く
の
歯
科
医
師
の
先
生
の

ご
賛
同
を
心
か
ら
呼
び
か
け

ま
す
。

　

協
会
は
大
阪
府
へ
の
２
０

１
９
年
度
の
要
望
書
を
取
り

ま
と
め
、
11
日
に
提
出
し

た
。
子
ど
も
の
口
腔
保
健
対

策
と
指
導
問
題
を
中
心
に
５

分
野
41
項
目
。
大
阪
市
内
４

地
区
は
８
月
20
日
、
大
阪
市

に
要
望
書
を
提
出
し
た
。

　

府
へ
の
要
望
で
は
、
子
ど

も
の
口
腔
崩
壊
の
実
態
調
査

を
要
請
。
児
童
・
生
徒
が
確

実
に
治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
学
校
へ
の
援
助
や
、
児
童

相
談
所
へ
の
嘱
託
歯
科
医
の

配
置
な
ど
を
求
め
た
。

　

審
査
・
指
導
分
野
で
は
、

指
導
官
の
高
圧
的
な
言
動
が

問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
指
導
大
綱
に
基
づ
く

「
懇
切
丁
寧
」
な
指
導
を
要

望
。
指
導
選
定
理
由
の
開
示

や
指
導
日
の
休
日
・
夜
間
の

開
催
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

　

大
阪
市
へ
の
要
望
は
、
国

保
・
介
護
・
生
活
保
護
、
医

療
費
助
成
な
ど
９
分
野
67
項

目
。
国
保
で
は
「
協
会
け
ん

ぽ
・
共
済
健
保
」
並
み
の
保

険
料
に
引
き
下
げ
る
こ
と

や
、
減
免
制
度
の
拡
充
を
要

望
。
子
ど
も
の
医
療
費
助
成

で
は
一
部
負
担
金
の
無
料
化

を
訴
え
て
い
る
。

（
３
面
に
要
望
項
目
を
掲
載
）

を
約
束
し
た
の
に
」。
困
惑

し
な
が
ら
そ
う
語
っ
た
。

　

大
阪
の
場
合
、
被
指
導
者

の
３
〜
５
割
が
再
指
導
に
な

っ
て
い
る
。
指
導
結
果
は
、

▽
要
監
査
▽
再
指
導
▽
経
過

観
察
▽
概
ね
妥
当
―
―
で
通

知
さ
れ
る
が
、
再
指
導
と
経

過
観
察
が
ほ
と
ん
ど
だ
。
厚

生
局
は
結
果
の
理
由
を
明
ら

か
に
し
て
い
な
い
た
め
、
何

が
再
指
導
の
〝
決
め
手
〞
に

な
っ
た
か
分
か
ら
な
い
。

　

指
導
大
綱
で
は
、「
再
度

指
導
を
行
わ
な
け
れ
ば
改
善

状
況
が
判
断
で
き
な
い
場

合
」
を
再
指
導
、「（
適
正
を

欠
く
部
分
が
）
軽
微
で

（
略
）
改
善
が
期
待
で
き
る

場
合
」
を
経
過
観
察
、「
概

ね
妥
当
適
切
で
あ
る
場
合
」

を
概
ね
妥
当
と
し
て
い
る
。

判
定
基
準
と
し
て
は
極
め
て

あ
い
ま
い
だ
。

　

指
導
官
の
裁
量
に
よ
っ
て

結
果
が
左
右
さ
れ
る
の
で
は

５

の
「個別指導」

実相実相
結
果
通
知

　

個
別
指
導
の
結
果
通
知
を

見
つ
め
、
男
性
は
肩
を
落
と

し
た
。
文
書
に
は
「
再
指

導
」
の
文
字
。「
き
ち
ん
と

持
参
物
を
準
備
し
、
指
導
官

の
質
問
に
も
誠
実
に
答
え
ら

れ
た
と
思
い
ま
す
。
不
備
な

点
も
反
省
し
、
改
め
る
こ
と

だ
。
改
善
事
項
は
、
診
療
報

酬
の
算
定
な
ど
に
問
題
が
あ

っ
た
部
分
を
列
挙
し
た
も
の

だ
。
返
還
す
べ
き
事
項
は
、

い
わ
ゆ
る
「
自
主
返
還
」
を

求
め
る
項
目
だ
。

　

歯
科
疾
患
管
理
料
で
は
、

実
際
に
検
査
し
て
管
理
計
画

を
策
定
し
た
の
に
カ
ル
テ
記

載
の
一
部
が
抜
け
た
だ
け
で

返
還
に
至
っ
た
ケ
ー
ス
が
あ

っ
た
。
診
療
行
為
そ
の
も
の

を
取
り
消
す
よ
う
な
自
主
返

還
は
言
語
道
断
だ
。
保
険
の

ル
ー
ル
を
学
ぶ
機
会
に
過
ぎ

な
い
個
別
指
導
が
、
罰
金
を

科
す
場
に
変
質
し
て
い
る
。

　

保
団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

は
、
指
導
結
果
理
由
の
明
確

化
と
と
も
に
、
自
主
返
還
に

つ
い
て
は
被
指
導
者
の
自
主

性
を
尊
重
す
る
よ
う
求
め
て

い
る
。 

（
お
わ
り
）

機
関
の
任
意
に
よ
る

「
自
主
返
還
」
と
い

う
形
に
な
っ
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
、
厚

生
局
は
任
意
の
協
力

と
の
原
則
に
反
し
、

１
年
分
の
カ
ル
テ
や

レ
セ
プ
ト
の
点
検
を

迫
り
、「
返
還
額
が

少
な
い
」
な
ど
と
半

ば
強
制
し
て
い
る
。

　「保険でより良い歯科医療の
実現を求める」請願署名用紙を
今号に同封しています。11月末
まで取り組みます。一人でも多
くの署名協力をお願いします。
署名用紙の追加注文は事務局
（TEL06-6568-7731）まで。

な
い
か
。
そ
ん
な
疑
念
を
抱

く
象
徴
的
な
事
例
が
「
概
ね

妥
当
」
の
件
数
だ
。
大
阪
で

は
過
去
10
年
に
わ
た
っ
て
皆

無
に
等
し
い
が
、
他
の
都
道

府
県
で
は
一
定
数
を
占
め

る
。
同
じ
指
導
大
綱
に
基
づ

い
て
行
わ
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
大
阪
の
異
常
さ

が
際
立
っ
て
い
る
。

　

指
導
結
果
と
と
も
に
通
知

さ
れ
る
の
が
、
改
善
す
べ
き

事
項
と
返
還
す
べ
き
事
項

罰
金
科
す
場
に
変
質

　

指
導
で
は
当
然
の
よ
う
に

自
主
返
還
が
指
示
さ
れ
る

が
、
診
療
報
酬
の
返
還
請
求

権
を
持
つ
の
は
保
険
者
で
あ

り
、
厚
生
局
に
権
限
は
な

い
。
だ
か
ら
こ
そ
保
険
医
療

今
号
同
封
の
「
妊
産
婦
医
療
費
助
成
制
度
」
の
会
員
署
名

大阪府・市に要望書

妊
産
婦
医
療
助
成
の
創
設
へ

妊
産
婦
医
療
助
成
の
創
設
へ

求人情報の更新

協会ホームページの求人情報
を９月15日に更新しました。
URL
http://osk-net.org/job/

　厚労省は10月１日から診療
報酬を改定する。消費増税と
歯科用金パラの材料価格の変
動に伴う対応。消費税対応分
として初診料は14点増、再診
料は３点増となる。
　金パラの材料価格は軒並み
引き上げとなるが、〝逆ザ
ヤ〟解消には程遠い改定点数
となっている。薬価について
は一部のみ改定となるため、
注意が必要だ。改定内容の詳
細は４面に掲載。
　協会・保団連は『歯科点数
早見表・10月版』を発行し、
９月25日付に同封して会員に
届ける。


